
【填・塡】JISの第一水準にあるのは「填」だが、2010年の新
常用漢字に採用されたのは「塡」。「填」は常用漢字の許容字
体になっている。「塡」は2010年以前は人名用漢字だった。
【塙】大徐本と段注本の字体の「口」の字体が異なる。
【塵】楷書ではどこを伸ばすのかのバリエーションが多い。現

代中国は康煕古文3の字体を採用している。

填
塡
塗

塘
塙
墓

境
塾
塵

テン
チン
うずまる
うずめる
はめる
ふさぐ
ふさがる

テン
チン
うずまる
うずめる
はめる
ふさぐ
ふさがる

ト
ぬる
どろ
まみれる
みち

トウ
つつみ

はなわ

ボ
はか

キョウ
ケイ
さかい

ジュク

ジン
ちり

①

人➡新③

常①

①

人①

教 5常①

教 5常①

常①

①

境

填

塙

填

塘

涂

墓

元暦萬葉①

元暦萬葉⑨

屛風土台

元暦萬葉②

元暦萬葉④

粘葉本朗詠 白紙詩巻

節用

節用

家道訓

節用

算法地方大成

土 10

土 10

土 10

土 10

土 11

土 11 ○

現代中国

中国繁体

現代中国

現代中国

現代中国

現代中国

現代中国

包山楚簡 包山楚簡 包山楚簡

大徐・土部

新附・土部

新附・土部

大徐・土部 段注・土部

大徐・土部

新附・土部

居延漢簡

銀雀山竹簡 馬王堆

馬王堆

史晨後碑

郭有道碑

樊敏碑

淳化閣帖

孝女曹娥碑

集字聖教序

集字聖教序

牛橛造像記

元譿墓誌

元珍墓誌

牛橛造像記

等慈寺碑

伊闕仏龕碑

九成宮

雁塔聖教序

泉男生墓誌

温彦博碑

五経・土部

王勃詩序

空海請来目録

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

王勃詩序

塾
節用 土 11 現代中国新附・土部 元華光墓誌 伝空海伝空海

尘
屛風土台

墨流本朗詠

再板農業全書

謹身往来

土 11

康煕古文 1

康煕古文 2

康煕古文 3

現代中国大徐・麤部

大徐籀文

馬王堆

敦煌漢簡

桐柏廟碑 集字聖教序

元悌墓誌

元洛神墓誌

南石窟寺碑 雁塔聖教序

道因法師碑

道因法師碑

五経・鹿部

王勃詩序

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【土】填
10
塡
10
塗
10
塘
10
塙
10
墓
10
境
11
塾
11
塵
11

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【壊】大徐本と段注本の字体が微妙に異なる。

常①

増
增

墨
墨

墜

墳

壊
壞

墾

ゾウ
ふえる
ふやす
ます

ボク
すみ

ツイ
おちる

フン
はか

カイ
こわす
こわれる
やぶれる

コン
たがやす
ひらく

教 5常①

人③

常①

人③

常①

常①

常①

人②

增

墨

坠

坟
伝藤原行成 節用 土 12

古文

現代中国大徐・土部 熹平石経

魏・王基残碑

智永千字文 鄭羲下碑

皇甫驎墓誌

寧陵公主墓誌

孔子廟堂碑

泉男生墓誌

王勃詩序

聾瞽指歸

垦

坏
粘葉本朗詠

元暦萬葉⑩ 元暦萬葉⑱

節用

節用

西洋

土 16

古文

土 13

× 現代中国

現代中国

睡虎地秦簡

郭店楚簡

郭店楚簡

大徐・土部 段注・土部

大徐古文 段注古文

大徐籀文 段注籀文

新附・土部

馬王堆

馬王堆

史晨後碑

乞伏宝墓誌 九成宮

孟法師碑

聖武天皇雑集

空海金剛般若経開題

粘葉本朗詠

伊都内親王願文

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用

江戸

草偃和言

土 12

土 12

土 12

教科書

陸軍

×

×

×

現代中国

現代中国

現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

大徐・土部

大徐・土部

新附・土部

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡 居延漢簡

桐柏廟碑

張寿残碑

甘陵相残碑

郭有道碑

十七帖

智永千字文

書譜

集字聖教序

集字聖教序

集字聖教序

丘哲墓誌

元詮墓誌

皇甫驎墓誌

比丘尼統慈慶墓誌

元羽墓誌

元楨墓誌

伊闕仏龕碑

伊闕仏龕碑

道因法師碑

温彦博碑

九成宮

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【土】増
11
墨
11
墜
12
墳
12
壊
13
墾
13

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【壕】『陸軍幼年学校用字便覧』に正体が「濠」、通用字が「壕」
とある。
【士】漢代までは「士」と「土」の字体が一定していない。日
本上代から平安も「士」と「土」の字体が一定していない。
また、日本上代から平安には「士」に点のついた字体がある。

【壬】｢工」や「王」と字体が衝突する。

壌
壤

壇

壁

壕
士

壬

ジョウ
つち

ダン
タン

ヘキ
かべ

ゴウ
ほり

シ
さむらい

ジン
みずのえ

常①

②

常①

常①

人①

教 4常①

人①

壤

坛

壕

小野道風

粘葉本朗詠

節用

節用

土 13

土 14

○

現代中国

包山楚簡

睡虎地秦簡 大徐・土部 馬王堆

馬王堆

西狹頌 智永千字文 元略墓誌 九成宮

孔穎達碑

琱玉集

畵圖讃文

壁
現代中国

士
元暦萬葉②

元暦萬葉④

元暦萬葉⑨

家道訓 士 0 現代中国金文

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

包山楚簡 包山楚簡

大徐・士部

馬王堆

馬王堆

敦煌漢簡

居延漢簡

禮器碑

曹全碑

智永千字文 興福寺断碑 鄭羲下碑 孔子廟堂碑 五経・部首 王勃詩序

王勃詩序

壬
元暦萬葉①

元暦萬葉⑥

士 1 現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

包山楚簡

大徐・士部 居延漢簡

居延漢簡

乙瑛碑

郭有道碑

鮮于璜碑

孫秋生造像

龍洛真兄弟造像記

泉男生墓誌

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

前田本北山抄

前田本北山抄

節用

土 17

古文

土 13 ○

現代中国

現代中国

睡虎地秦簡

郭店楚簡

大徐・土部

段注・土部

大徐・土部

段注・土部

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

魏・正始石経

西嶽崋山廟碑

桐柏廟碑

郭顕墓誌

元暎墓誌

弔比干墓文

中岳崇高霊廟碑

泉男生墓誌

泉男生墓誌

孟法師碑

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序

趙志集

182 183

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【土】壌
13
壇
13
壁
13
壕
14
【士】士

0
壬
1

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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書は鄭固碑や楊淮表記の字体をくずしたものか。当用漢字表
に使われた活字は左払いが欠損している。

【壮】干禄字書では旁が「土」だが五経文字では「士」。
【壱】「壹」の異体字で、「壹」の草書からできた字だとおもわ
れる。
【声】康煕字典の「声」の説明に「聲の俗字」とある。陸軍幼
年学校用字便覧に「聲」と「声」について「實ハ別字」とあ

る。正字体を習ったはずの年代の太宰治が「声」を書いてい
る。
【央】説文の字体が「大」の字体と異なる。
【失】大徐本と段注本の字体が異なる。手部の字だとすれば段
注本の字体のほうがしっくりくる。楚簡に異体字がある。草

壮
壯

壱
壹

声
聲

央

失

ソウ
さかん

イチ
イツ
ひとつ
もっぱら

セイ
ショウ
こえ
こわ

オウ
なかば

シツ
うしなう

常①

人②

常①

②

教 2常①

②

教 3常①

教 4常①

壮

壹
藤原定家 節用 士 9 康煕古文

古文

康煕古文古文

明治の漢字

陸軍

現代中国金文 睡虎地秦簡 大徐・士部

段注・士部 馬王堆

馬王堆馬王堆

馬王堆銀雀山竹簡

史晨前碑

白石神君碑

智永千字文 雋脩羅碑 九成宮 東大寺献物帳

空海・灌頂記

声
屛風土台

屛風土台

伝嵯峨天皇

東海道中膝栗毛

心学道歌集

士 4

耳 11

古文

漢字要覧

明治の漢字

陸軍

現代中国甲骨

甲骨

甲骨

睡虎地秦簡 大徐・耳部

段注・耳部

銀雀山竹簡 馬王堆 馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

張遷碑

孔宙碑

禮器碑

智永千字文 集字聖教序 元羽墓誌

張猛龍碑

鄭羲下碑

明曇憘墓誌

皇甫誕碑

孟法師碑

五経・耳部 王勃詩序

失

央
粘葉本朗詠

元暦萬葉⑨

元暦萬葉⑬

関戸本朗詠

五常俗談集

算法地方大成

開化一寸用文

大 2

大 2

現代中国

現代中国

甲骨 睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文・冂部

説文・手部

段注・手部

馬王堆 居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡

熹平石経

馬王堆 鄭固碑

楊淮表記

王献之

黄庭経

集字聖教序

元虔墓誌

于景墓誌

敬史君碑

司馬顕姿墓誌

昭仁寺碑

薄夫人墓誌

孔子廟堂碑

礼記鄭玄注③

九経・序

聖武天皇雑集

王勃詩序

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑨

農家用文章大全

旅行用心集

士 4 漢字要覧 × 干禄〈通〉 現代中国中山王鼎 睡虎地秦簡

郭店楚簡

信陽楚簡

大徐・士部 馬王堆

馬王堆

居延漢簡

唐・書譜 高華英墓誌

陳 墓誌

孔子廟堂碑

九成宮

干禄字書

五経・爿部

聾瞽指歸

琱玉集

東大寺献物帳

184 185

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【士】壮
3
壱
4
声
4
央
2
失
2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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